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大
正
元
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九
月
ー
十
五
年

（
一
九
―
ニ
ー
一
九
二
六
）

ク
ロ
ー
ン
と
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲

明
治
四
十
五
年
(
-
九
―
二
）
、
ユ
ン
ケ
ル
が
契
約
満
期
と
な
り
翌
年
（
大
正
二

年
）
彼
に
代
っ
て
ド
イ
ツ
か
ら
グ
ス
タ
ー
フ
・
ク
ロ
ー
ン

(
G
u
st
a
v
K
r
o
n
 1
8
7
 4
 

ー
9

)

を
管
弦
楽
お
よ
び
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
教
師
に
雇
い
入
れ
た
。
彼
は
ド
レ
ス
デ

ン
音
楽
学
校
を
卒
業
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
協
会
お
よ
び
ベ
ル
リ
ン

・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
を
経
て
、
指
揮
者
ニ
キ
シ

ュ
の
推
薦
に
よ
り
来
日
、
先
に
東
京
音
楽
学
校
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
チ
ェ
ロ
の
ヴ

ェ
ル
ク
マ
イ
ス
タ
ー
と
共
に
大
正
時
代
の
東
京
音
楽
学
校
管
弦
楽
団
を
研
き
あ
げ

た
。
当
時
の
東
京
音
楽
学
校
は
す
で
に
啓
蒙
期
を
脱
し
、
創
立
以
来
最
も
活
気
あ
る

時
代
を
形
成
し
て
い
た
。
幸
田
延
、
幸
の
姉
妹
に
つ
づ
い
て
留
学
体
験
を
も
つ
新
進

気
鋭
の
音
楽
家
が
創
作
に
演
奏
に
教
育
に
旺
盛
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
（
瀧
廉
太
郎

11
ド
イ
ツ
、
島
崎
赤
太
郎
11
ド
イ
ツ
、
紳
戸
絢
11
フ
ラ
ン
ス
、
小
倉
末
11
ド
イ
ツ
、

ア
メ
リ
カ
）
。

ク
ロ
ー
ン
は
大
正
二
年
十
二
月
七
日
、
第
二
十
九
回
の
定
期
演
奏
会
で
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
〈
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
〉
（
―
-
長
調
、
作
品
六
十
一
）
を

H
・
ヴ
ェ
ル

ク
マ
イ
ス
タ
ー
の
指
揮
の
も
と
で
演
奏
し
、
彼
の
就
任
披
露
演
奏
を
か
ざ
っ
た
。
こ
の

。
フ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
曲
が
三
曲
も
と
り
あ
げ
ら
れ
、
ク
ロ
ー
ン
が

計
画
し
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
紹
介
の
皮
切
り
と
も
い
え
る
演
奏
会
で
あ
っ
た
。
ク
ロ

ー
ン
が
東
京
音
楽
学
校
管
弦
楽
団
の
指
揮
を
担
当
し
て
四
年
目
の
大
正
六
年
頃
に
な

る
と
、
そ
れ
ま
で
同
校
管
弦
楽
団
の
弦
を
援
助
し
て
い
た
宮
内
省
の
伶
人
が
退
き
、

弦
は
同
校
職
員
生
徒
が
主
と
な
り
、
管
部
門
に
海
軍
軍
楽
隊
員
の
応
援
を
得
て
成
り

立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
翌
七
年
か
ら
は
き
び
し
い
練
習
の
成
果
と
し
て
ベ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
が
順
次
定
期
演
奏
会
に
登
場
し
た
。
〈
第
五
〉
（
初
演
）

大
正
七
年
五
月
二
十
六
日
、
〈
第
六
〉
（
初
演
）
大
正
八
年
六
月
一
日
、
〈
第
一
〉
大

正
九
年
六
月
十
二
、
十
三
日
、
〈
第
三
〉
大
正
九
年
十
二
月
四
、
五
日
、
こ
の
時
は
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
生
誕
百
五
十
年
記
念
演
奏
会
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
も
と
に
オ
ー
ル

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
で
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
、
小
倉
末
の
ピ
ア
ノ
に
よ
る
〈
協
奏
曲

第
一
ー
一
番
〉
の
全
曲
演
奏
も
含
ま
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
〈
第
八
〉
大
正
十
一
年
十
二
月

二
、
三
日
、
そ
し
て
〈
第
九
〉
が
大
正
十
一
一
一
年
十
一
月
二
十
九
、
三
十
日
の
両
日
、

全
曲
本
邦
初
演
で
あ
る
。
こ
の
演
奏
は
ク
ロ
ー
ン
の
東
京
音
楽
学
校
に
お
け
る
最
後

の
指
揮
で
あ
っ
た
。
〈
第
九
〉
で
有
終
の
美
を
か
ざ
っ
た
大
正
十
三
年
(
-
九
二
四
）

は
、
ウ
ィ
ー
ン
の
世
界
初
演
か
ら
か
ぞ
え
て
ち
ょ
う
ど
百
年
目
で
あ
る
。
ク
ロ
ー
ン

は
東
京
音
楽
学
校
と
契
約
し
た
時
点
で
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
主
要
作
品
を
日
本
に

紹
介
す
る
こ
と
を
計
画
し
た
。
そ
し
て
偶
然
に
も
彼
の
契
約
満
期
と
な
る
大
正
十
―
―
―

年
に
〈
第
九
〉
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
演
奏
を
終
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
ク
ロ
ー
ン
は
在
任
中
に
次
の
よ
う
な
大
曲
を
初
演
し
て
東
京
音
楽
学
校

の
レ
。
ハ
ー
ト
リ
ー
に
加
え
た
。
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
〈
バ
レ
ー
組
曲
「
ク
ル
ミ
割

人
形
」
〉
（
大
正
五
年
五
月
）
、
同
じ
く
〈
交
響
曲
第
六
番
「
悲
愴
」
〉
（
大
正
十
年
五

月
）
、
リ
ス
ト
の
〈
交
響
詩
「
レ
・
。
フ
レ
リ
ュ
ー
ド
」
〉
（
大
正
五
年
五
月
）
、
バ
ッ
ハ

の
〈
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
協
奏
曲
第
一
―
一
番
〉
（
大
正
九
年
六
月
）
、
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
〈
ス

タ
ー
バ
ト
・
マ
ー
テ
ル
〉
（
大
正
十
一
年
十
二
月
）
、
シ
ベ
リ
ウ
ス
の
〈
交
響
詩
「
フ

ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア
」
〉
（
大
正
十
二
年
五
月
）
な
ど
。

大
正
も
や
が
て
終
り
を
告
げ
る
こ
の
時
代
に
な
る
と
「
管
弦
楽
を
た
の
し
ん
で
聴

く
」
聴
衆
が
多
く
な
り
、
東
京
音
楽
学
校
の
定
期
演
奏
会
に
は
手
応
え
の
あ
る
フ
ァ

ン
が
定
着
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

な
お
、
「
本
邦
初
演
」
と
い
う
定
義
に
つ
い
て
は
放
送
関
係
機
関
等
で
定
義
づ
け

て
い
る
「
作
品
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
形
を
公
開
の
演
奏
会
で
全
曲
演
奏
す
る
こ
と
」
に

準
拠
し
た
。

大
正
一
年
九
月
二
十
一
日
学
友
会
第
二
回
土
曜
演
奏
会

■九
月
の
學
友
會
の
第
二
回
土
曜
演
奏
會
は
蓄
音
機
會
と
し
て
、
現
時
世
界
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